
様式２ 

国立大学法人東京工業大学の中期目標 新旧対照表 
 

変 更 前 変 更 後 変更理由 

（前文）大学の基本的な目標 

 

（略） 

 

第３期中期目標期間においては，『出藍の学府の創

造。日本の東工大から世界の Tokyo Tech へ』を基本方

針に掲げ，学長のリーダーシップの下，大学の総力を

結集して世界のトップスクールに比肩しうる教育研究

体制を構築する。そのことによって，教育面ではトッ

プレベルの質の高い教育を実現して，世界に飛翔する

気概と異文化を受容する柔軟性を具備し，科学技術を

俯瞰できる優れた人材を輩出することを目標とする。

さらに 研究面では，地球環境と人類の調和を尊重しつ

つ，真理の探究と革新的科学技術の創出によって，産

業の進展に寄与するとともに，地球上全ての構成員の

福祉の増進に資することを目標とする。 

 この 目標を達成するべく，全ての教職員が法令遵

守を職務遂行の根幹として踏まえ，未踏の科学技術分

野を切り拓く一員としての自覚と熱意をもって，日々

の教育研究に邁進する。 

 

（前文）大学の基本的な目標 

 

（略） 

 

 第３期中期目標期間においては，『出藍の学府の創

造。日本の東工大から世界の Tokyo Tech へ』を基本方

針に掲げ，学長のリーダーシップの下，大学の総力を

結集して世界のトップスクールに比肩しうる教育研究

体制を構築する。そのことによって，教育面ではトッ

プレベルの質の高い教育を実現して，世界に飛翔する

気概と異文化を受容する柔軟性を具備し，科学技術を

俯瞰できる優れた人材を輩出することを目標とする。

また 研究面では，地球環境と人類の調和を尊重しつ

つ，真理の探究と革新的科学技術の創出によって，産

業の進展に寄与するとともに，地球上全ての構成員の

福祉の増進に資することを目標とする。さらに，これ

ら教育・研究の目標を豊かな未来社会の構築に合致さ

せるべく，全世界的な課題への対応を希求する社会の

潮流に真摯に向き合い，学術的な叡智に立脚して社会

と科学技術を客観的に分析し，深く洞察することによ

り未来社会像をデザインし，広く社会と共有するとと

もに，本学の教育と研究に還元することを教育・研究

の共通目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

東京工業大学－１ 



変 更 前 変 更 後 変更理由 

 

 

 

 

 

以下に，主な事項ごとの基本的な目標を掲げる。 

 

教 育 

学生の自主性と進取の気性を受容しかつ国際通用性

を見据えた教育体系を構築するため，平成 28 年度に従

来の３学部・23 学科，６研究科・45 専攻を改組し，新

たに６学院（学部・学科，研究科・専攻に相当）とリ

ベラルアーツ研究教育院を設置して，大括りの教育組

織により学士課程と修士課程及び修士課程と博士後期

課程を有機的に連接した教育を実施する。そして以下

の３方策を実施することにより，国内外の産業界を牽

引し，世界に飛翔する気概と人間力を備え，科学技術

を俯瞰できる優れた人材を輩出する。 

 

 

（１）世界のトップスクールとしてのカリキュラムの

構築及び大学院教育の英語化を核とした国際化の推

進 

（２）適正な成績評価・学位審査と達成度進行による

能動的学修の実現 

（３）高大接続教育の推進と大学入学者選抜の改革 

これらの 目標を達成するべく，全ての教職員が法令

遵守を職務遂行の根幹として踏まえ，未踏の科学技術

分野を切り拓く一員としての自覚と熱意をもって，日

々の教育研究に邁進する。 

 

以下に，主な事項ごとの基本的な目標を掲げる。 

 

教 育 

学生の自主性と進取の気性を受容しかつ国際通用性

を見据えた教育体系を構築するため，平成 28 年度に従

来の３学部・23 学科，６研究科・45 専攻を改組し，新

たに６学院（学部・学科，研究科・専攻に相当）とリ

ベラルアーツ研究教育院を設置して，大括りの教育組

織により学士課程と修士課程及び修士課程と博士後期

課程を有機的に連接した教育を実施する。そして以下

の３方策を実施することにより，国内外の産業界を牽

引し，世界に飛翔する気概と人間力を備え，科学技術

を俯瞰できる優れた人材を輩出する。それとともに，

未来社会像をデザインする教育を果敢に取り入れてい

く。 

（１）世界のトップスクールとしてのカリキュラムの

構築及び大学院教育の英語化を核とした国際化の推

進 

（２）適正な成績評価・学位審査と達成度進行による

能動的学修の実現 

（３）高大接続教育の推進と大学入学者選抜の改革 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

東京工業大学－２ 



変 更 前 変 更 後 変更理由 

研 究 

世界の大学や研究機関において抜本的な研究の質向

上と国際共同研究の活性化が図られる中，本学が革新 

的な科学・技術を先導し，産業の進展に寄与する とと

もに，真にイノベーションを創出する「世界の研究ハ

ブ」となることを目標として，以下の３方策を実施す

る。 

 

 

 

（１）国際競争力の高い研究の強力な推進とそのため 

の研究マネジメント強化 

 

 

（略） 

 

社会連携・社会貢献 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 

世界の大学や研究機関において抜本的な研究の質向

上と国際共同研究の活性化が図られる中，本学が革新

的な科学・技術を先導し，産業の進展に寄与する。さ

らに ，学術的な叡智に立脚して社会と科学技術を客観

的に分析し，深く洞察することにより未来社会像を描

き，その実現に必要な科学・技術を抽出・創出する。

これらを通じて 真にイノベーションを創出する「世界

の研究ハブ」となることを目標として，以下の３方策

を実施する。 

（１）国際競争力の高い重点研究分野と未来社会を見

据えた新たな戦略研究分野の強力な推進とそのため

の研究マネジメント強化 

 

（略） 

 

社会連携・社会貢献 

 

（略） 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 

 

 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

東京工業大学－３ 



 

変 更 前 変 更 後 変更理由 

国 際 化 

 国際通用性を見据えた教育体系と「世界の研究ハ

ブ」としての本学の在り方を確固なものとするため

に，以下の３方策により，世界の理工系トップレベル

の大学・研究機関との交流・連携を強化し，優秀な研

究者・学生との交流を通じて，教育研究の高度化・国

際化を推進する。 

 

（略） 

 

ガバナンス 

 

（略） 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標 

Ⅰ-1-3. 学生が自らの学修目標の達成に向けて，アウ

トカムズを意識できる教育を拡充する。 

 

 

 

 

 

（略） 

国 際 化 

 国際通用性を見据えた教育体系と「世界の研究ハ

ブ」としての本学の在り方を確固なものとするため

に，以下の３方策により，世界の理工系トップレベル

の大学・研究機関との交流・連携 ・情報交換 を強化

し，優秀な研究者・学生との交流を通じて，教育研究

の高度化・国際化を推進する。 

 

（略） 

 

ガバナンス 

 

（略） 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標 

Ⅰ-1-3. 学生が自らの学修目標の達成に向けて，アウ

トカムズを意識できる教育を拡充する。特に，博士

人材の育成に関しては，融合分野の研究を志向する

学生，研究成果の社会実装を目指す学生，博士進学

を早期から目指す学生の意欲に応える教育を強化す

る。 

 

（略） 

 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 東京工業大学－４ 



変 更 前 変 更 後 変更理由 

２ 研究に関する目標 

（１） 研究水準及び研究の成果等に関する目標 

Ⅰ-2-1. 本学における研究改革の基本方針に沿って真

理を探究する研究，次世代の産業の芽を創出する研

究，人類社会の持続的発展のための諸課題の解決を

目指す研究を推進する。 

 

 

（略） 

 

３ 社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育

・研究に関する目標 

Ⅰ-3-1. 社会課題を題材とした教育や，大学の有する

知や本学で創造された価値の活用の推進を通して社

会・地域との連携を図るとともに，社会貢献を行う。 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

２ 研究に関する目標 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 

Ⅰ-2-1. 本学における研究改革の基本方針に沿って，

若手研究者の研究環境を充実しつつ，真理を探究す

る研究，次世代の産業の芽を創出する研究，人類社

会の持続的発展のための諸課題の解決を目指す研究

を推進する。 

 

（略） 

 

３ 社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育

・研究に関する目標 

Ⅰ-3-1. 社会課題を題材とした教育や，大学の有する

知や本学で創造された価値の活用の推進，学術的な

叡智に立脚した未来社会像の提案を通して社会・地

域との連携を図るとともに，社会貢献を行う。 

 

Ⅰ-3-2. 国立大学法人法第34条の５の規定に基づき，

指定国立大学法人における研究の成果を活用した事

業を推進する。 

 

（略） 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 

 

 

指定国立大学法人構想に伴う変更 

 

                                                          東京工業大学－５ 



変 更 前 変 更 後 変更理由 

 
別表１（学院等） 

学 
部 
相 
当 

理学院 
工学院 
物質理工学院 
情報理工学院 
生命理工学院 
環境・社会理工学院 
 

学 
部 

理学部(H28 募集停止) 
工学部(H28 募集停止) 
生命理工学部(H28 募集停止) 
 

研 
究 
科 
相 
当 

理学院 
工学院 
物質理工学院 
情報理工学院 
生命理工学院 
環境・社会理工学院 
 

研 
究 
科 

理工学研究科(H28 募集停止) 
生命理工学研究科(H28 募集停止) 
総合理工学研究科(H28 募集停止) 
情報理工学研究科(H28 募集停止) 
社会理工学研究科(H28 募集停止) 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科(H28 募集
停止) 
 

  

   
別表１（学院等） 

学 
部 
相 
当 

理学院 
工学院 
物質理工学院 
情報理工学院 
生命理工学院 
環境・社会理工学院 
 

学 
部 

理学部(H28 募集停止) 
工学部(H28 募集停止) 
生命理工学部(H28 募集停止) 
 

研 
究 
科 
相 
当 

理学院 
工学院 
物質理工学院 
情報理工学院 
生命理工学院 
環境・社会理工学院 
 

 

 

 

 

 

 

平成28年度の組織改組により，平成28年度か

ら募集停止を行い，平成30年度に収容定員が

０人となることに伴う変更 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          東京工業大学－６ 


